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1． は じ め に

　地 質調 査 所物 理探査部で は ， 毎年 ， 日本 に おけ る物理探

査の 活動状況 を ア ン ケート方式 に よ っ て 調査 し，こ れ を整

理編集 して 「物理探査 ・調 査研究一覧」 と し て 出版 し て い

る 。 こ の 冊子 は ， 物理 探査分野 に おい て 『い っ
， どこ で ，

誰 が，何 の た め に ， ど うい う規模 で ，どの よ うな 調査 を実

施 した か 』 を，で き る か ぎ り網羅的に リス トァ ッ プ した も

の で あ る。更 に
， 調査地域 に よる索引や調査対象別 の 実施

地域図な どが付され て お り， 内容 は正 し く，物理探査活動

に関す る冊子 体の デー
タ
ーベ ース とな っ て い る 。 な お ， こ

こ で 「データーベ ー
ス 」 は，狭義の コ ン ピ ュ

ータ ー
上 に実

現 され た も の だ けで なく，一
般 に， 「デー

タ
ーを 取 り出す

た め の 検索 の 手 段 を備 え た 形 で 集積 され た デー
タ
ー

の 集 ま

り」 を意味す る もの とす る。

　 こ の 調査 は ， 公的機関 に よ る ア ン ケート調査 と は い え，

法的拘東力の ある 調査 で は な い の で ， 必 ず し もすべ て の 調

査研究 を網羅 し て い る と は考え られ ず ， 調査もれも存在す

る か も知れない が，官公庁 ・大学 ・公的機関等 の 調査研究

や 企業秘密に 属 さな い 情報にっ い て は ， 大半 を収録 で きて

い る と思われ る。そ の意味で は ， 何らか の 調査を行 う場合

に ， そ の 参考に供する こ との 可能な もの とし て，ど の よ う

な既存 の 調査結果が あ るか を知る手 が か り と し て の 役割は

大 きい とい えよ う。

2．　 歴　史

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1000
　、こ の 「物理探査 ・調査研究

一
覧」 の 出版 の 歴史 は，昭和

24（1949）年ま で さか の ぼ る
。　　

800

当時の 物 理探鉱技術協会 （現

在 の 物理 探査学会） で は，各 　　 600

調 査研究機関の 代表者に 委嘱　§
して特別編集委員会 を組織 し，　 400
「物理 探鉱調査研究

一
覧」 第

2号 を編集出版 し た 1）
。 そ の 　　 200

意図す る と こ ろ は， 「序」 の

中 に述べ られ て お り，そ の 趣旨 は今 目ま で 引 き継 が れ て い

る の で ， 下 に引用 し よ う。

　　
『…（前略）…我 国 におけ る物理 探鉱は…（中略）…既 に か な りの

　 歴 史を有 して い る 。 そ して最近 ぽつ ぽつ 判明 し てきた 外国 に お

　 ける情勢 と照し合わ せ て み れ ばレ桁 違い の 米国と ソ連 を除い て

　 は相当に有力な 活動を持 っ た 部 類に は い っ て お り，そ の成果 も

　 見 るべ き もの が あ る。とこ ろ で ， そ の 活動の なか に は，学理や

　 技鵆の 研究が 進み，経験 が加 わ っ た後年 にな っ て か ら見直せば，

　 無駄 な 努力 を し た揚 合もな い わ けで は な く， それ は今 後の た め

　 に，ぜ ひ 知 っ て お きた い こ とで あ る し，また 有益 な成果 を残 し

　 た揚合 で も改 め て検討 し て将来 へ の 参考 とす る こ とが望 ま しい

　 揚合 も少 な くない 。 しか る に，従来の 結果 で 出版公表 され た も

　 の は極めて 少な く，しか もそれ すら各機関誌に 散在し て い て，

　 物理 探鉱 の 直接従事者 は もちろ ん，鉱 業界そ の 他の 関係方面の

　 方 々 に とって も不 便 こ の 上 もな い 情勢 に あ る 。本会は，か か る

　情勢 に 応ず る た め 「物理 探鉱 調 査 ・研 究一
覧」 の 刊行 を画 し ，

　 …（中路）…とD あえず比 較的近 年の 分 を纒 め て 第 2 号 と して こ

　 こ に本書出版の 運 び とな っ た の で あ る。古い 分 は第 1号 と して

　 引続き出版の 予定で ある 。
…（後路）…』

　 こ こ で，第 2 号が最初に出版さ れ た 事実 か らは，当時 の

関係者 の 意気込 み の 一
つ の 現れ を見 て とる こ とがで き る 。

第 1号 は，引 き続 い て 2 年後 の 昭和26 （1951）年に 出版さ

れ た e

　
一方． それ 以後の 調査研究 につ い て は，今で は い き さっ

は詳か で な い が， 地質調査所 で 編集 出版す る こ と とな り，

昭和31 （ユ956）年に表題 を踏襲 し て 「物理探鉱調 査 研究
一

覧」 第 1 輯が発刊 され た。そ の 後，物理探査技術の 発展 に

廊
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図一1 物理 探査の 対象別調査 研究件数の 推移 （昭和 23〜62年）
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表一1　 「物理 探査 （鉱）調査研 究一
覧」 の 出版 状況

磊 阪録 年 発 行年 月 備 考

s ・1・・婀 ・ i・949 ・・

S ・ トt−・939
旨
1951

11 ・948−・・巨・56・

耳 丐
1953〜5519 ．、58．9

3195 棚 巨96・・

　 ←物理探鉱技術協 会が「物理探鉱調査 研究一覧」

　　 として創刊。対象別 7分 類，方法別 7分類。
11　 件数統計グラフ ， 索引付。
9 ←地質 調査所 発刊 に移 行。
　 ←対象別 分類に U （ウラ ン ）新設，W をW （地下

　　 水） とH （温泉 お よ び地 熱）に 分離。方法別

　　 に t （潰ii温 ）追力00
3F←件数統計表記載開始．

1
’

］ 19・91 ・196・・丑
5P96 ・〜6i ・962・ll

　 　 　 　 　 　 　

6　　　　　1962　　！1963．　11

・ 1 ・・63 」1965・

←方法別分類で s （地震 ）か ら so （音波） を分

　 臨

i←「本年 の 活動状況」 （摘要）記載開始。髀 発

8 副 ＿ i」島認 言磁 謡 妻蹠

下 1 ・9651 ・966・・2i

1。 1 、9661 ・967．・21
　 1　　　　　　　　　　　　1

111967 　 1968．121
一
！2

　 　 　 　 　 　 　 　

1968 　 1969・12i

13　　　1969

4
．
51

一
−

1970　　　 197L

　 　 　 ！
1970．　12　i

　 　 12

、97、 i1972．・2

161972 　　　 1974．　　1

171973 　　　 1975曁　　1

181974il976 ・2

19　　　　 1975 　　　1977，　　2
− t

　　　　

gel19761 　197S・2

21 ・9・7FgT ，・
　 　 　 　

197S 　　　I　1979．

←方法 別 分 類 に 1 （検層） と o （その 他） を新

　設。土木分 野の 磁気探査の 分類統一。

2223

　　　　1979 　　　1981．

盟 　　　　@1980　　　1982
25

．「19811198

・ ・・1・ 982 ・・9

4 ・ 2 …← タ イトルを「
物
理探 査・

調
査研

一覧」
12i ‘’G ・。phy ・i ・ al・ A・ti・ity 　 i

・1gx

’に 変
281

　1 −

　　

30

Q

．

23 宀 。対 象分類 の HをT （地 熱

よ び温泉 ）に
改
め ，L （ 研究 ）・ G（その

）を G （地質 構 造 ）。L （研究・その他 ） に

編。方 法 別のso
糶隷繍糶糶 野 繍 躊 索

に 海 域 の項を新設ロ 伴 っ て調
査

研究件数も 増加 し（図一1），

和 37 （ 1962 ）年 分 を収録し た第 可輯から は ， 現 在

集 中 の第31 集 に至るま で， 暦 年 単 位 の 編 集 出版が定

すること

な っ た （表一 f 参照）。 　こ の 間 ， 昭 和 52 （1977

年 分の 第 測 輯か らは装 い を 新 た に す ると と もに，時代

趨勢に合わ
せ

て表 題 を 「 物 理 探 査 ・ 調 査

研究一 覧 」に

めてい る 。 そ の ほ か，厂 輯」 の字を 「集 」 に
替

え たり

第 瓣 集 か ら ） ，巻 数 表示 をローマ数 字 から ア ラ ビァ 数 字

直 す （第 25 集 か ら） と い った微修正 も ある が，ここ

は 簡単 の ため表一1 の 番 号 欄に示 し た 記 号 n を 用い て，

一覧 n 集」 と 略 記し， そ

らを

称して「一 覧 」 と記 す こととする。 36 　「一覧」の発刊の背景 には，
S

（The　Society 　of　Exp！o − ration 　Geophy

cists ）｝こよる 物 理 探査活 動 の 動 向 調 査 報 告 が あ る

1963 年からSEGでは，
そ

の 種の 報告 を会
誌で ある“ Geoph

ics ”に掲載し ． 「 一 覧」 発 刊 2 年 前
のL947

年 か

は 毎年掲載する よ うに な って い る 2）。し
かし そ の 内

は ，
活動状況 の 統計の 性 格が 強 く ， 「 一 覧 」 の 趣 旨 で あ

驕 w 探査 赫 果 の 所 在を明 ら かに す るも の』と はな っ て い な

い。逆に ，そ の 後は統計として の 性格 に 純 化 さ れ， 調 査の

模ばか り で なく ，1953 年から は 物 理 探 査 に 投じ ら れ た

金

ついて も

，漸
次， 精 密 な 調査が 行 われ る よ う にな っ て

る 。 　 他 方 ， 「一覧」では 調 査 内容が す ぺ て リ ストア

プ され ているので，このデ ー ターを用 い て統 計をとる

と も可 能 で ある 。 地質 調査所物理探 査部では，日本 の 物理探

活動 の 動
向を

明 らか に す る 意

味
で ，昭和 52 （1977 ）

か ら 集計
結果 を公表し3 ）， 翌 年からは ， 一 部 SEG の 統計方

に なら っ
て Crew

− Menths （ 斑 × 月数）による

査の規模を考慮 し た集計結 果 4 ） も 発 表して き て
いる 。 それ

は，昭 和57 （ 1982 ）年までの活動 状 況 にっいて は

地 質
ニュース」誌上 に

，そ れ以降につ いで は 「物理 探 鉱（査）」誌

掲 載され て い る 5 ） 。 なお ，Crew − Months

は ，件数 による統 計 が 調査 の 規模を度外視 するこ との弊

を 多 少なりとも軽減す る た めに 考え られたも ので，Cr

（
野

調査班：

般に

名

ﾈい

10数

）が廷 ぺで
稼動し
た
月

（計算は日単位）
（駅

1〔l

8

6

4

2

1 〔昭

1）

：
’O （日 匿手 050 ） 19SU10D δ

60 4020 （ 昭龝

j §） 図 一2 土 木建築 関係の 地震探査の 対象 細分 別 実

件数比率の 　　 　
推移（昭 和

41
〜61 年） 。 　 　細

の 「トンネ ル 」 は 道路・鉄道 ・水 路等 のトンネル 通 過 　

定地の岩盤 調 査，「道路」は一 般道 路・高 速 自動車 道 ・農

ｹ ・ 林道等 の建 設 ・改良に伴う 路 盤 調査等， 「ダム 」はダ ム

嚼 ﾝ 予定 地 の 岩盤調査， 「
原石山」 はダ ム建 設 等 に伴う 眉材

等 の採 取 予定地の
調査，

「
造 成」 は 住宅。工

揚団地・ゴ ルフ揚

等の造成に伴 う地盤 調 査，「地 す べり 」 は 地 す べ り・急傾斜

地 域 の地質調 査
，「振 動 ・騒音 」は 常 時 微 動 ・ 建造物の 振動

交通 騒音等 の調査 で あり ， 「 そ の 他 」 とし ては鉄道

設 予定 地の路盤調査・建造

の基礎
地
盤調 査 が 主 で あ る が， ア ンケ 　 ー トの 記述 か ら 細分 が
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示す。ただ し， そ の 正確な 把握 は 必 ず し も容易で は な い の

で ，推定 で 集計して い る 場合 もか な り ある。土木 ・建築の

分野 に 関して は ，

「一
覧」 をも とに ， 昭和 41 （1966）年か ら

20年間 の 動向の 分析検討 も行 わ れ て い る
6）。 そ の 結果 の 中

か ら一例を図一2 に 示 す が，こ の 図に は 土木関係各分 野 の

需要 の 消長が 示 され て い る。

3．　 内　容

　「一覧 」 の 編集は，毎年2〜3月頃か ら関係機関の 協力を

得 て ，前年実施分 の ア ン ケート調査 を 行 う。こ の 回収され

た 調査票 を点検
・整 理 して 記号番号 を付 し，対 象 別 調査 実

施地域図と索引を作成 して 印刷し た もの が 「一覧」 で あ る 。

調査項 目 は表
一 2 の とお りで あ る が ， こ の うち 「成果 」 は

「一覧21集」 以 後，印刷 か らは ず して い る。そ の 理 由は，

成果に っ い て の 客観的 な判断基準 が な い た め ， 必ず し も統

表
一2　「物理 撮査 ・調査 研究一

覧」 の 調査 項 目

題　目　 調査研 究の 件名 （名称）

方 法 1調査 ・使 肌 た探 査手 法

　
揚　筋 調査地の 所在地な ど （お よび 5万分の 1地 形図名と20万分 の 1地

勢図名）

測　点　 測点凱 測線延 長，調査面積または深度ρ 孔数な ど

氏 名 嘱杏 実鯲 当 者 の 氏名
　 　 　 亅

実 施 亅蓮 繍 （
一

般 ・靆 端 ・ 所属嬲 ・

依 頼 依頼機開名 （発注元）

関　係　 関係機 関名 （元講機 関，監督機関，資金提供機 闃など）

期 間 訓 査実施期 卩

概　要 　調査の概要 （目的） 〔40字以 内〕

資　料　探査結果資料保有機関 名

成　果　 探査 結果内容 の 記述 〔350字 程度ま で 〕

黐
地 〔図一3欄 （B−5 サイズ ） ・ 鼬 図・調

表一3 対 象別お よ び手法別 の 分類

（附 　利　24 　年） （
1
現 在）

対

象

別

手

法

別

M ：金 属 ・非 金属

P ；石 油 。
天然ガ ス

C ：石炭

W ：地下水 ・温泉

E ：土 木 ・建築

L ：研 究

G ；そ の 他

9 ：重プJs

：地震

e ：電気

m ：磁気

r ：放射能
c ：化学

a ：全般に わ た る もの

M ：金 属 ・非金 属

U ：ウラ ン

P ：石油 ・天然 ガス

C ：石炭

W ：地 下水

T ：地熱 ・温 泉

E ：土 木 ・建築

G ：地 質構造

L ：研 究 曹その 他

9 ：重力

s ：地震

so ：海上地震

e ：電気
m ：磁気

r ：放射 能

c ：化学

t ：測温

1 ：検層

a ：全般に わた る もの

o ：その 他
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一
的 な 判断 が 下 され て い ない こ と に もよ る が，調査件数 の

増加 に よ る 冊 子 の ペ ージ 数負担 を 軽減 す る 方 策で も あ っ

た。

　編集 に あた っ て は，各調査研究 を対象別 に 区分し，そ れ

を探査手 法別 に 分類 し，さ ら に 日付順 に 配 列 して い る。対

象別 お よ び 手 法別の 分類は ，

「一覧 S2 集」 か ら基本的な

枠組み は変 わ っ て い な い が ， 若干 の 歴史的変遷 もあ る 。 当

初 と現在の 分類 は表一 3 に 対 比 して 示 す とお りで あ り，変

遷部分は表一 1 の 備考欄に 示 して ある 。

　冊 子 の 内容に つ い て は ， 文章 で 説明す る よ ！ も図
一3〜

5 を見 て い た だ くこ と に し よ う。 冊子 を利用す る 立 場
．
か ら

見 れ ば ， ど こ か の 地域で の 既存探査結果 の 所在を知 りた い

とき，

　   　調査実施地域図 上 で 件数 の 目安を得 た 上 で，

　  　索引を調べ て 対応す る 調査 の 記述 ペ ージ を引き出 し ，

　   そ の 調査 の 内容 を検討す る

と い う手順 を踏 む こ と に な ろ う。 し た が っ て ，図
一3〜 5

に示 した 3種 の 情報が検索 の 上 で有用 で あ る 。

　
一

方，こ の 冊 子 データーベ ー
ス が どの よ うに利 用 され て

い る か に つ い て は ， 必 ず し も 明確で は な い
。

コ ン ピ ュ
ー

タ

ー上 の データーべ 一
ス で あ れ ば ， ど の 程度 ア クセ ス され ，

ど の よ うな 検索が 行 わ れ た か と い う統計 を とる こ と も可能

で あろ うが ， 関係機関 に配布 され た 冊子体 の 印刷物 の 利用

状況 ・利用 目的を知る こ とは，ア ン ケート調査に よ る しか

な い 。

　 　   調査実施地風 E土木建築関係）

　　

　 　 、

ekm 覧

図一3　「物理 探査 ・調査 研究一覧」 の 調 査実施地域図 （昭和

　　　 61年土 木建築 関係の 例）
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一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶽要　機雷探査及び海底地盤の調査のため の音波探査方浅　ps 齟 ，常時微動測定

場 所　愛知県名古屋市千種区 （名古屋甫部）〔名古屋〕

測点　PS 検層 40 　m × 1箇 所，常時徴動地表 工ケ所，
　　　孔内2ケ所

氏名 　小松幹雄・高木郁生

・
巽 施　川崎地 質鞠

依頼 　  日本 総合 建築事務所

関係　名古屋市

期間 61年 11月 27 日〜囂 月 28 日

概 要 　展望塔設計のた め の耐霞調査

E5t　86．17
九 剛横断 自動 車 道代木郎 トン ネル 地 質 調 査

　方 法　弾性波探査 （屈折法）．速度検層

　塲所　大分県玖珠郡玖珠町 （森） 〔大分 〕

　測 点 弾 性 波 5 測 線 艇 2．95km ），速 度 検 層3孔

　　　　（延 184m ，　工 m ピ ヅ チ）

　氏名　和田　弘ほ か 3 名

　突施　応用地質 

　依 頼　日本道路公団福 岡建設局日 田工 事事務所

　竊 問 　61年 1工月 1 日〜12月5 日

　概要　トソ ネル ル
ー

ト沿い の 地 山弾 性波速度分布を把

　　　 握 し，トソ ネル 設計 ・施 工 の 農礎資料を 得る

資料　応用地質  ，日本道路公 団福岡建設局

Esorn　86．2
新潟海岸 （酋海岸）土質調査

　方法 　音波探査，磁気探査

　場所 　新潟県新潟市 （新潟 ）〔新潟〕

　渕点　　音波 ISkm ，　磁 気4 カ所 延 ユ256 ［r．t

　氏名　田村祐治ほ か

　実施 　束建 地質調査 

　依 頼 　運輸省第一港湾建設 局

　期 間　　61年 8月 4 目 〜 8月 13 日

　概 要　離岸 提設計に必要な基礎地盤の 土性を把 邂す る

Eem 　8G．1
チ・

ンソ　（株）横浜 研究棟改築 に伴 う地 盤 調査

　方法 地下レ
ーダー．GR 探資，磁気探査

　場所 　神奈川県横浜市 金沢区釜利谷 （横須賀）　〔横須

　 　 　 賀〕

　測点　G70m2 ，7 ケ所，水平 62Dm2 ，垂 直60 皿

　氏名　黒田真一郎ほか 6名

　実施　中央開発 

　俵頼　チ r ソ 

　期 間　　61年 8月 工8 日〜9月30 日

　概要　地下空洞，埋設危険物の有無確認

一94一

図
一4 「一覧」 の 本文 ぺ b一ジの 例

、 磐一
　　　　　　　　　　　　 El 跖 ．55　　（go）
川ロ駅 酉 口地 区　川 口 市川口 三丁 目

　　　　　　　　　　　　 Esl　86．7　　（92）

　L　研究・
その 他

昭6工　浅層反射法．越谷市

　　 岩盤内不連税面の 評価

　W 　地 下水

昭61 柏

千 　葉　県

狛市

Ls　86，7　　（104）

Ls　85．14　　（工05）

Wr　86．2

　 £ 　土木建築閧係

昭61　新京葉大田線 　鉛橋市二 和東 　Es　86．4
　　 市原　　　　市原市五 井南海岸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Es　86．54
　　 ダ ム サ イ ト　看津市黄和田 煙　Es　86．56
　　 秋津共同搆　習志野市秋津　　Es　86．77

境川 　 　 浦安市東野 　 　EsB6．90
農 村地域 　 勝 浦市 　 　 　 Es　86．110
第
一

干緬　　來葛飾郡沼南町手賀斬田

昭6工　深層混合処理改良地盤

　　　　　　　　 印踏郡印旙村　Ls　86」4　 （103＞

　　 騨性波探査 法の検 討　我孫子市我孫子

　　　　　　　　　　　　　　　Ls　86，9　　　（104）

東 京 都

　丁 　地熟及び温泉

昭5ユ　地表ガ ソ マ 線　八丈支庁八丈町

（ユ3）　 　 E

　　 　 　 昭61

（25）

（32）

（32）

（35）

（訂 ）

（40＞

一 vi 一

Tr　86．6　　（⊥9）

±木建築関係

ビル 解体　 世田ケ谷区桜丘 Es　86，2S　 （2S＞

7号線西ケ 原 北区西ケ原　　Es 　86，ユ86 （50）
青梅地区　　青梅市根ケ 布，勝沼

　　　　　　　　　　　　 Es　86暫工99　（52＞

某中学校 　　文京区 　　　　 Ee　86．9　 （68）

勝島南　　　品川区勝島，太田区

　　　　　 哥Z和島　　　　　Ern　86．；2 （70》
不発弾　　　江東区有明2−2　Ern　E6．　ig　（7t｝

不 発弾 　　　立川市 緑町 　　　Em 　86，2ユ （7t）

光が丘パ ークタ ウソ　練馬区光が丘

図一5　「一覧」 の 索引ペ ージの例

　少 し 旧聞 に属す る が，昭和51年 に 「一覧」 の ア ン ケート

鬪査iと と もに，関係機関 の 担当者宛 に 利用状況 の ア ン ケー

トを行 っ て い る
e）

。 そ れ に よ る と，

　  　調査研究が ど こ で 行わ れ た か場所 を知 るた め ，
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　   どの ような目的 で調査

　　 研究が行わ れた か 知 るた

　　　め ，

　   どの よ うな方法で 調査

　　 研究 が 行 わ れたか 知 る た

　　　め，

　   　内容 （成果を含 む） は

　　　どうで あ る か知 る た め

との 回答が多く ， ま た ，

　  　関係機関 の 動きを知 り，

　　 将来ど の よ うな調査 が 望

　　 ま れ て い る か 統
．
計を と り，

　　 事業計画 の 資料 とす る，

　   　自己の 調査研究 が国 内

　　 で どの よ うに 位置づ け ら

　　 れ るか 知 る の に役立っ
，

　   　大学 に お け る研 究体制

　　 の 計画 ・企画 に利用す る

等 の 記載もあ ！」物理 探査技

術 の 動向 を 知 る た め に も利用

され る こ とが 示 されて い る 。

　そ の 後，こ の 種 の調査 は行

わ れ て い な い が，基本的 に は，

探査結果 の 所在を知 るた め と，

物理探査技術 の 動向を知 るた

め の 両方 の 活用方法 が存続 し

て い る もの と考えて い る。

4． 今後の課題

　以上 に述べ た よ うに ， こ の

物理 探査活動情報 は現在，冊

子体印刷物とし て の デ
ー

タ
ー

ベ ー
ス に な っ て お り，検索を

効率化 し，多様 な検索を 可能

にする た め に は ，
コ ン ピ ュ

ー

ター上 で の データーベ ー
ス の

再構築が期待 され る 。 特 に土

木建築分野 に お け る物理 探査

で は ， 1 件ご との 規模 は 小 さ

い が 数多 くの 調査 （例年 と も

おおむね ， 件数 で は60％以上 ，

Crew −Months で も 30〜40％

台を占め て い る ） が毎年実施

されて お り， これ らの 探査デ

一ターの 所在 を検索す る上 で は コ ン ピ ュ
ー

タ
ー
化 の メ リ ッ

トが特に 大き い と言え る 。 中で も都市域 に 関 して は，図
一

3か ら も分か る よ うに多 くの 調査が集中して お り， 既調査

データ
ー

の 利用 を は か る こ と に よ り，実調査 を よ り有効 に

土 と基礎，37− 1 （372）
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実施す る こ とが可能 となろ う。 そ の た め に は ， 既存探査結

果の 入手 が， 小規模 の 調査を改めて 実施す る こ と に比 し て

十分容易 に行 え る 必要 が あ り，検索 の 効率化 の 要 求 も大 き

い と考 えられ る。

　 今 日で は ， 出版 の 分野 で も コ ン ピ ュ
ー

タ
ー
化 が進 ん で お

り，新 た に発行 され る冊 子 を機械検索可能に す る た め デー

タ
ー

フ ァ イ ル 化す る こ とは ， 比較的容易 に実現 で き る と考

え られ る。しか し，こ の 種 の デー
タ
ーベ ー

ス で は，か な り

の 年数 の データーベ ース の 蓄積が重要 で あ り，コ ン ピ ュ
ー

タ
ー
上 の デ

ー
タ ーべ 一

ス の 構築の 上 で ， 出版済 の デー
タ
ー

ベ ー
ス の 邂及入力を避け て 通 る こ とは で きな い 。

　近年 で は，コ ン ピ ュ
ーター

画像処 理 に よ る 文字認識も進

歩しつ っ あ り， 遠 くな い 将来 に ， 安価 で 高性能 の 和文 自動

読取 り装置が実用化され る こ と も期待 で き る。我 々 は，冊

子 データー
の 自動入力 が，コ ピー

機 を操作す る 手軽 さで実

現され る こ とを願 っ て お り，そ の 開発が あ る程度進 ん だ 段

階で は ，

一
挙 に デー

タ
ーベ ー

ス の コ ン ビ ＝
一

ター化 を進 め

た い と考 え て い る。こ の 未 来 の データーベ ース を ， 今 ，

EXACTS （旦峯ploratlon△旦tivity ！ransaction §yste 皿 ）と

名づ け て お く。

　 こ の EXACTS の 基本データーは ， 図
一5 か らも知 られ

る よ うに，文献情報データーベ ー
ス と類似 した構造 をもっ

て お り，既存 の デ
ー

ターベ ース ソ フ トウ ェ ア の 利用 が有効

で ある 。し か し ， そ の 構築に向けて は ， 物理探査用語 ・地

名 ・地形図名 を意識 した効率的な 日本語検索シ ス テ ム の 検

討 と と も に，キ ー
ワ
ードと な る 用語 の 統

一
や 調査位置図デ

ーターの 取扱い 方法の 確立 が必要 にな る と考え られ る 。 ま

た ， データーベ ー
ス の 維持管理 の た め に は，毎年の 新 しい

データーの 入 力 を効率 よ く行 え る よ うに す る こ と も重要 な

課題 とな る 。

　地 質調査所 で は ，既 に，独 自の コ ン ピ ュ
ーターデー

タ
ー

ベ ー
ス 構築 の 経験 をもっ て い る

。 そ の 初期の もの と して は，

昭和 50 （1975）年 こ ろ に ス タートした岩石 ・鉱物 ・化石 な

どの 所内登録標本 に 関す る デ
ー

ターベ ー
ス GEMS7 ）

と鉱

物資源 の 予 測解析を 目的と した MINESS ）
が ある が ， 当時

は ま だ 日本語処理機能は全 く考慮外で あっ た 。 また 昭和 55

（1980）年に は ， サ ン シ ャ イ ン プ ロ ジ ェ ク ト の
一

環 と して，

地熱資源 に 関す る各種 の 探査 デ ー
タ
ー

そ の もの を取 り扱 う

地 熱情報データーベ ー
ス SIGMA の 研究開発が 開始され て

い る
9）

。 こ の デー
タ
ーべ 一

ス は，膨大 な量 の 数値データー

とそ の 図形処 理 ・画像処理 を組 み合 わ せ た独特の もの で あ

っ た が ， 昭和 60 （1985）年 か らは，そ の 流れ を受けて ， 地

質図 ・地質標本 ・地質年代 ・岩石 地化学 ・第 四紀火 山 ・鉱

床 などの デ
ー

タ
ーべ 一

ス の 研究 も進 め られ て い る 。

　
一

方，「一覧 」 の ように 日本語文字情報中心型の デー
タ

ーベ ー
ス と し て は， GEOLIS と略称 す る 「 日本地 質文献

デ
ー

タ
ーベ ー

ス 」 の 構築が1986年か ら開始 され て い る
i°》

．
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GEOLIS は地質調査所資料室が受 け入 れ た 資料か ら 採録

され た 文献 の デー
タ
ーベ ー

ス で あ る が，和 文 に 限 らず欧文

の 文 献 も取 り扱 い ，著者名 ・雑誌名を は じ め表題等 か ら選

ば れ た キ
ー

ワ
ー

ドに よ る検索 も効率 よ く行え る。ま た，和

文 に 対 して も ロ
ー

マ 字 に よ る検索が行え る よ うに な っ て い

る 。 さ らに，地質調査所情報解析室 で は ， 地学用 の か な漢

字変換辞書 の 開発を行 っ て お り，
GEQLIS の 入力機能 に も

用い られ て い る
11）。こ の 辞書 は ， 当 初 ， 大型 コ ン ピ ュ

ー
タ

ー
上 に作成 され た が， 今で は パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ ・一一ターの

ワ
ー

ドプ ロ セ ッ サ ーに も組込み可能に な っ て お り　
12），地学

用 語 と地名 ・地 形 図名 ・山 川等 の 自然地名 か らな る 約2 万

8 千項 目 を収容して い る 。

　EXACTS の 場合に は，本質的 に は欧文 を取 り扱 う必 要

が な く，キー
ワ
ードに よ る 検索よ りも多様な形で の 調査地

域の 限定に よ る検索を行 え る こ とが 必要 で あ る。 そ の た め

に は ， 調査位置図 を緯経度値 で 表現す る と と もに ， 地名や

地 形図名 の 階層構造 をも認識 し，さ ら に は ， 例 え ば 市町村

名と緯経度との 対応 が 考慮 された よ うな イ ン テ リジ ェ ン ト

な シ ス テ ム の 開発が 望 まれ る。しか し ， こ の
一般 の 文献 デ

ー
タ
ーベ ー

ス と異な っ た 側面 は ， 地学分野 の 種々 の デ ー
タ

ーベ ー
ス の 共通 の 課題 と な る もの で あ る 。

　 し た が っ て，EXACTS の 開発に あ た っ て は，地質調査

所 に お け る SIGMA や GEQLIS をは じ め とす る 先行 の デ

ーターベ ー
ス で の 経験お よび 地学用 の 辞書作 りの 成果 が 十

分活用 で き る も の と思わ れ る。

　　　　　　　　　　参　考 　文　献

1） 物理探鉱 技術協会 ； 物理 探鉱調査 研 究
一
覧，第 2号，103p．，

　 　 1949．
2） Senti，　R ．J．： Who

’
s　 responsible 　 for　this　IP

，
　Geephysics：

　　The 　Leading　Edge　of 　Explor．，　Vol，7，
　No．8，

　p．32，1988．
3） 小林　創 ・市川金徳 ： 昭和50年に お け る 日本 の 物理探査 活動，

　 　 地質 ニ ュー一ス ，No ．275，　 pp ．21〜23，1977．
4） 小林　創 ・市川金 徳 ・小野 吉彦 ； 昭和51年 に おけ る H本 の物

　　 理探 査活動，地質 ニ ュ
ース ，No ．286，　 pp ．20〜23，1978．

5） 堀川 義 夫 ・中井順二 ： 昭和 58年 に お け る 目本 の 物理 探査活動，
　 　 物理 探鉱，　Vo1．38，　pp 。20〜30，　1985，
6） 田 中信

一・
堀川義夫 ： 日本 に おけ る土木 ・建築関係の 物理探

　 　 査活動，物理 探鉱，Vol．40，　 pp ，58〜63，1985．
7） 狡巻幸雄 ・小 野晃司 ： あた ら しい 標本管理 ・検索シ ス テ ム 〜

　　 GEMS 〜の 誕生 ， 地質 ニ ュ
ース ，　No ．265，　pp．30〜35，1976．

8） 山田敬一・須藤 定久 ・佐藤 壮郎 ・藤 井紀之 ・沢 　俊明 ・服部

　　仁 ・佐藤博之 ・相川忠之 ；鉱 物 資源予測 手法の 開発，地 調報
　 　 告，No ．260，本冊 p　 35　p．．1980，
9） 花岡 尚之 ・矢 野雄策 ・津 　宏治 ・西 　祐 司 ・浦井 稔 ・村 田

　　 泰章 ・小川克郎 ；地 熱盾報データベ ース ・シ ス テ ム SIGMA

　　
’
83 に っ い て ， 地 調報告， No ．265，　 pp ．1〜18，1986．

10） 本荘時江 ・武 田福 美 ・菅原義 明 ： 目本地 質文 献デ ータ ベ ー

　　 ス ：GEOLIS の 作成 と紹介 ， 地質 ニ ュース
，
　 ND ．396，　 pp ．

　 　 52〜60，　1987．
11） 佐藤岱生 ・村田泰章 ・青木光子 ：地 学 用か な漢字変 換辞 書の

　 　 作成 ， 地質 二 v ス ， No ．394，　 pp 　42〜49，1987．
12）野呂春文 。村 田泰章 ・佐藤岱 生 ・小 松崎峰子 ： パ ソ コ ン 用地

　　学 か な漢宇対応表 の 作成 とワ ープ ロ 辞 書 と して の 利 用 に つ い

　　 て ，地 質ニ ュ
ース ，No ．407 ，　 pp ．44〜49

，
1988．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿受理 　1988．9．29）

39

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


